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講 話 予 定

１月２９日（木）
オフィス・キャン・ドゥ　社長

宮永満祐美氏

２月５日（木）
クラブフォーラム

ＣＬＰとは何か。活かせないか。

2009年1月22日（木）　　第836号ROTARY CLUB OF KANAZAWA-NORTH

　４日（木）　年次総会　　　　　　　　　　松魚亭にて
　　　　　　１２月定例理事会    　　　　  　松魚亭にて
　１８日（木）　年忘れ会　　　　　　　　　　松魚亭にて

12月クラブ日誌

　第1694回例会
　１月８日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　松魚亭

１．講　話
　「年男　今年の抱負」
　魚住安彦君　辻利陽君
２．出　欠
　出席３０名　欠席２６名　
　出席率５３．５７％
３．皆出席顕彰（敬称略）
　３２ヶ年　上田忠信
　２０ヶ年　松田忠明　松本範夫
　１１ヶ年　勝田浩之
　１０ヶ年　木村功一　　　　　
４．幹事報告
　・京都洛北、相模原南ＲＣより新年にあたり祝電拝受。
　・米山功労者へ盾贈呈（大村君、澤田君、中村（實）君）
５．お誕生日祝い（敬称略）
　　６日　坪田良三
　１２日　小泉幸雄
　１４日　吉井　清
　２５日　内堀　茂
　２７日　磯野進吾
　２８日　水巻啓光
　３０日　多々俊和
６．ご結婚記念日祝い（敬称略）
　１６日　小泉幸雄
ニコニコボックス
　磯野（洋）、中村（實）君
　　　　　会員の皆様、新しい年を元気でお迎えのこと
　　　　　とお慶び申し上げます。
　　　　　年度半ばの私たちであります。今年もよろし
　　　　　くお力添えください。
　高畠君　本年もいい年でありますように。
　魚住君、辻君
　　　　　年男として、今年もよろしくお願いします。
　上田君　長くて短かった３２年間。これも健康と皆さん
　　　　　のご友情のおかげと感謝しております。
　松本君　２０ヶ年皆出席顕彰頂き、有難うございます。
　　　　　２０年間楽しく過ごさせて頂きました。お邪魔
　　　　　でしょうが、もう少しの間だけ楽しませて下
　　　　　さい。
　勝田君　おめでとうございます。今年もよろしくお願
　　　　　い致します。１１カ年の顕彰、有難うございま
　　　　　す。
　木村君　明けましておめでとうございます。お陰様で、
　　　　　皆出席１０年の顕彰を頂きました。今後とも、
　　　　　皆様宜しくお願い致します。
　吉井君、内堀君、水巻君、多々君
　　　　　誕生日祝いのお菓子を有難うございました。

　第1695回例会 　金沢 8ＲＣ新年合同例会
　１月１３日（火）晴れ  18：00～19：10  ホテル日航金沢

１．式次第
　点　鐘　　　　　　金沢南ＲＣ会長　中川哲次
　国歌斉唱　　　　　｢君が代 ｣
　ロータリーソング　｢奉仕の理想 ｣
　金沢８ＲＣ代表挨拶　金沢南ＲＣ会長　中川哲次
　乾　杯　　　　　　ＲＩ２６１０地区ガバナーエレクト　
　　　　　　　　　　中川可能作
－　懇　　談　̶
　ご祝儀　　　　　　三廓芸妓連中
　閉会挨拶　　　　　ガバナー補佐　井上三郎
　ロータリーソング　｢手に手つないで ｣
　点　鐘　　　　　　金沢南ＲＣ会長　中川哲次
２．出　欠
　出席２８名　欠席２７名　　
　出席率５０．９１％

優　勝　   木下　和吉
第２位　   高島　　聡
第３位　   銭亀　賢治
Ｂ　Ｂ　   長原　俊之
参加者
汐井俊彦、磯野進吾、駒栄敏雄、瀧川眞人

  第71回 北遊会麻雀大会成績
  　　　平成２０年１２月９日（水）サンパリオにて

★会員作品展に出品された作家先生方より、２７３,０００円 
　の多額の寄付をニコボックスに頂きました。有難うご
　ざいました。

合計２４，０００円（累計６３４，０００円）

　　　　　した。皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上
　　　　　げます。

合計２７，０００円（累計３３７，０００円）



ROTARY 2008- 2009 ： Make Dreams Realロータリー 2008-2009 ： －夢をかたちに－　　R.I 会長　　李 東 建
リ　　   ドンカン

2009（平成 21 年）1月　新年の挨拶

  会　長　  磯　野　洋　明

　ロータリーは、職業において継続的に利益を上げるための、合理的な経営方法を、学習するところでありアーサー・

フレドリック・シェルドンが提唱した、奉仕の理念「最も奉仕する者、最も多く報いられる」と言う思考を深く吟

味することにあります。

　この根元的思想を理解するために、学習意欲のあるものが集い、胸襟を開いて、意見を交換し、疑問や、問題と

する課題の解決の方策を、互いに求め合う場所が、ロータリークラブであり、この学習の場を活かし、自分を高め、

自らの職業を構成する人たちを導き、社会における職業の存在価値を高めることが、ロータリーの目的である。

　というように、文書で表してみました、是非ご意見を出して頂いて、加除修正のうえ、この金沢北クラブはこの

ようにロータリーを理解しているのだという、ベクトルを表現したいものだと思います。

　その上で、楽しく価値あるクラブの運営はどうあるべきかを話題に出来ればよいと思うし、この理念の統一無く

して、クラブ活動が楽しく叉価値があるとは思えません。叉、ＣＬＰ（クラブ・リーダーシップ・プラン）の導入や、

クラブの活性化の方策を求めることはできない、と私は思っています。

　私は、中村實博君という素晴らしい幹事、補佐役を得てこの半年楽しくやってきました。ところが彼は、金沢大

学教育学部の卒業であるからでしょうか、なかなかに良き教育者であって、先日の年末の１２月３０日に、厚さ１

センチほどにもなる書類のファイルを渡されました。それは、私たちが敬愛してやまない、金沢北クラブの創設者

の一人でもあります、柴田三郎氏がクラブの会報誌に載せた語録集でありました。創立当初の文書であります「私

の考えるロータリー」と言う文書をはじめ、その後の１０年間に渡り発表した文書の数々でした。

　みなさん、新年おめでとうございます。

　今年は諸般の情勢から見て、なかなか苦難の多い年になりそうですが、ロータリーの会員であること、ロータリー

クラブに所属することによるメリットを何とか見つけだし、会員互いが知り合っていてよかったと思えるようなク

ラブ活動を目指したいと思います。

　私個人としましては、新年を迎える気持ちはとても新鮮ですし、毎年のことではありますが今年こそはと思うこ

としきりであります。

　私個人としましては、１ヶ月前の１２月８日に満６５歳の誕生日を迎え、はれて国家から老人として認められ、

その印として老齢年金受給資格者の称号を得ましたので、何か一区切りを超えたような、何か押し出されてしまっ

たような気持ちで、新年を迎えています。

　しかし、金沢北ロータリークラブの会長としては、任期のちょうど半ばであります。会長としての新年を迎えた

今の気持ちは闍浜虚子の俳句の一つですが「去年今年　貫く　棒の　如きもの」という感じでしょうか。

　今年度、私が会長就任に当たって掲げた年間のテーマは「ロータリークラブとは何か？」でありますが、未だに

追求していて、結論が出ていませんだけに、この俳句の意味に深く感じるところがありますし、暦を超えてでも筋

を通さなければいけないかなと思っています。

　この半年、愚直にも「ロータリークラブとは何か」と、会員の皆様と話し合いを続けてきましたし、理事会ごと

に討論を重ねてきました。そろそろまとめに入り、次年度からどの様なクラブであったらいいのかを考えなければ

ならない時期に来ましたので、先日の１２月の理事会で私なりに考えた「ロータリークラブとは何か」を理事の方々

にお示ししました。

　中村君は私に、正月は暇だろうから、勉強でもしたらどうですか、と言うことです。

　しぶしぶ読み出したのですが、驚いたことに、あちこちの文書にアンダーラインが引いてあるではありませんか、

これは中村君がすでに読みこなしていると言うことですよ。

　おかげさまで、柴田さんが表現した、

　ロータリアンの信条

　うそ、偽り、無理はないか。

　正々堂々筋が通っているか。

　善意と友情に徹しているか。

　世のため人のためになるか。

　ロータリーの「四つのテスト」の言葉は、このような表現であるべきではないかと考えられた経緯や内容を、よ

うやく理解できました。

　他には、ロータリアンは互いが平等の立場において、親睦を深めつつ、教え訓えられ、修養にいそしみ、そして

世のため人のための奉仕を心がけていこう、この自戒こそがロータリーの根本をなすものであるとも言っています。

　また、最小の会員数（適正は５０人程と言っていますが）にして、最大の活動を当クラブの永遠の悲願としてほし

いとも言っています。　

　そして叉、私を勇気づけた言葉もありました。時にはストップ・アンド・シンク（立ち止まって考えよ）とも言っ

ています。今年度は３５周年を迎えた当クラブではありますが、敢えてストップ・アンド・シンクの年であると、

改めてご理解をいただきたく、重ねてお願いを申し上げまして、新年の挨拶とさせて頂きます。

　第1692回例会
　１２月１１日（木）晴れ　12：30 ～ 13：00　松魚亭

１．講　話
　会員　高畠菊丸君
　畠会員ご子息　畠嘉伸氏
２．出　欠
　出席３７名　欠席２１名　
　出席率６３．７９％　ビジター３名
３．来訪者（敬称略）　
　金沢西ＲＣ　荒川勝治
　金沢南ＲＣ　大竹正信
　香林坊ＲＣ　宮竹潤成
４．幹事報告
　・１２月１８日（木）は年忘れ会です
ニコニコボックス
　磯野（洋）君、中村（實）君
　　　　　本日の講話、楽しみです。今日ようやく田中
　　　　　先生の記念講演誌が出来上がりましたので、
　　　　　読み返して再確認いたしましょう。　
　瀧川君　本日の講話を楽しみにしています。精一杯自
　　　　　己アピールを。
　高畠君　本日の講話、宜しく。
　小川君　２ヶ年皆出席の顕彰を頂き、有難うございま
　　　　　した。また、来週１８日（木）の年忘れ会。皆様
　　　　　のご出席を宜しくお願い致します。
　大澤君　やっと寿命の半分の６０歳になりました。今後
　　　　　とも、宜しくお願い致します。
　長谷川君
　　　　　ギャラリートネリコで、小さい個展をしてい
　　　　　ます。お遊びに寄って下さい。片町スクラン
　　　　　ブルから５０ｍほどアパホテルの方です。

合計１０，０００円（累計３１０，０００円）

　第1693回例会　年忘れ会
　１２月１８日（木）晴れ　18：30 ～ 20：45　松魚亭

１．出　欠
　出席３９名　欠席１９名　
　出席率６７．２４％　ご夫人１４名　　
２．例　会
　点　鐘
　ロータリーソング「それでこそロータリー ｣
　会長挨拶
　松魚亭さんへお歳暮
　幹事報告
　ニコニコボックス披露
　点　鐘
《年忘れ会》
　会の挨拶　小川親睦委員長
　乾　杯　　磯野洋明会長　　　
　チャーリー浜氏＆松福亭二幹氏
　会員作品展抽選
　歓　談
　閉会の挨拶　安宅会長エレクト
　ロータリーソング「手に手つないで」
ニコニコボックス
　磯野（洋）君、中村（實）君
　　　　　今年も芸術家の会員の先生方には、お世話に
　　　　　なりご出品有難うございました。
　　　　　開会前のひと時、十分に楽しみました。
　小川君　本年の最終例会の年忘れ会に、多数のご参加
　　　　　を頂き有難うございました。
　合田君　叙勲のお祝い、並びに病気見舞いのお礼とし
　　　　　て。
　杉原君　１月１日で東京へ転勤となりました。１年７
　　　　　カ月の短い間でしたが、大変お世話になりま

ロータリーの目的


